
高
齢
者
医
療
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

問
防
災
危
機
管
理
局（
☎
６
５
―
６
５
５
５
）

公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓

練
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー

ト
）に
よ
る
も
の
で
、
長
浜
市
以
外
の
地
域

で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
左
記

の
放
送
を
行
い
ま
す
。
音
声
が
聞
こ
え
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
と
　
き
︼
３
月
14
日（
水
）　
11
時

︻
放
送
内
容
︼

　
①
♪
上
り
チ
ャ
イ
ム

　
②「
こ
れ
は
、J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

　
　
※
３
回
繰
り
返
し

　
③
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
長
浜
市
で
す
」

　
④
♪
下
り
チ
ャ
イ
ム

J
ア
ラ
ー
ト
と
は

　
国
が
緊
急
情
報
を

入
手
し
た
際
、
人
工

衛
星
等
を
用
い
て
市
区
町
村
に
瞬
時
に
情
報

を
送
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
は
防
災
行
政

無
線
と
連
動
し
て
お
り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や

地
震
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
送
ら
れ
て
き
た

場
合
や
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
内
容
に
応
じ
た
音
声
が
自
動
的
に
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
限
定
の
お
得
な
J
R
き
っ
ぷ
を

使
っ
て
、
便
利
で
安
全
な
鉄
道
旅
行
に
出

か
け
ま
せ
ん
か
。

■ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
き
っ
ぷ（
関
西
エ
リ
ア
フ

リ
ー
タ
イ
プ
）

　
左
図
の
周
遊
区
間
が
１
日
乗
り
放
題（
普

通
列
車
※
快
速
、
新
快
速
含
む
）
の
切
符

と
U
S
J
入
場
券（
１
デ
イ
ス
タ
ジ
オ
パ

ス
）、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
入
場
確
約
券
、
バ

タ
ー
ビ
ー
ル（
マ
グ
付
）引
換
券
が
セ
ッ
ト

で
１
０
，４
０
０
円（
子
ど
も
６
，６
２
０
円
）

で
す
。

︻
発
売
期
限
︼

　
３
月
30
日（
金
）

※ 

詳
し
く
は
み
ど

り
の
窓
口
、
主

な
旅
行
会
社
ま

で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

長浜

1
0
0
歳
ま
で
生
き
抜
く
た
め
の

知
恵
と
ヒ
ン
ト

　
自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
た
め
に
、
在
宅
医

療
の
現
状
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に

活
か
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

︻
と
　
き
︼
３
月
25
日（
日
）

　
　
　 

　
13
時
30
分
〜
15
時
40
分

　
　
　
　 

（
13
時
受
付
）

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　 

（
地
福
寺
町
）

︻
定
　
員
︼
２
０
０
人（
先
着
順
）

︻
内
　
容
︼

︿
第
１
部
﹀

基
調
講
演﹁
医
師
が
感
じ
て
い
る
本
音
の
話
﹂

講
師
　
浅
井
東
診
療
所 

所
長 

松ま
つ

井い 

善よ
し

典の
り 

氏

　
医
師
と
し
て
、
地
域
の
患
者
さ
ん
と
関
わ

る
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
高
齢
者
に
起

こ
り
や
す
い
問
題
に
対
し
て
の
備
え
等
に
つ

い
て
の
講
演
で
す
。

︿
第
２
部
﹀

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁﹃
家
に
い
た
い
﹄を
支
え
る
在
宅
医
療
の
い
ま
﹂

　
各
分
野
の
支
援
内
容
や
考
え
方
、
ア
ド
バ

イ
ス
、
連
携
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
を
考

え
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　
医
師
　
　
　
　
　
松
井 

善
典 

氏

　
歯
科
医
師
　
　
　
瀧た
き

上が
み 

啓け
い

志し 

氏

　
薬
剤
師
　
　
　
　
西に
し

井い 

伸の
ぶ

善よ
し 

氏

　
看
護
師
　
　
　
　
谷た
に

口ぐ
ち

　 

泉
い
ず
み

氏

　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
藤ふ
じ

井い

　 

彩あ
や 

氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
医
師
　
　
　
　
　
手て

操ぐ
り 

忠た
だ

善よ
し 

氏

︻
申
込
み
︼

　
①
住
所（
所
属
）②
氏
名
③
電
話（
F
A
X

番
号
）を
記
入
し
て
、
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
６
３

－

３
５
０
０

　

６
２

－

６
６
１
８

松井 善典 氏
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シリーズ○ 

※平成30年１月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、449件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

₈₃

長浜市指定文化財　大
う

人
し

塚
づ か

古墳

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

指定日：昭和54年５月１日指定
所在地：木尾町

　
木
尾
町
に
は
、
大
人
塚
古
墳
と
い
う
変

わ
っ
た
名
前
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
古
墳
と

は
、
古
代
の
有
力
者
や
地
域
豪
族
の
墓
で
、

自
然
丘
陵
の
地
形
を
利
用
し
た
り
、
見
晴
し

の
よ
い
街
道
筋
な
ど
に
築
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
葬
者
の
権
力
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
る

構
造
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
人
塚
古
墳
は
地
域
有
力
者
の
墓
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
自
然
丘
陵
を
利
用

し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
地
形
的
に
見
て
も

田
川
周
辺
の
集
落
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
有
力
者
は
死
し
て
な
お
集

落
を
支
配
す
る
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
古
墳
は
元
々

３
基
あ
り
ま
し
た
が
、
耕
地
整
理
の
た
め
１

基
が
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
丘
陵
部
に
２
基
の

円
墳
が
残
っ
て
い
ま
す
。
大
人
塚
古
墳
以
外

に
も
、
周
辺
の
山
稜
部
に
は
木
尾
古
墳
群
、

城
山
古
墳
群
が
あ
り
、
古
墳
時
代
の
有
力
者

た
ち
の
存
在
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
大
人
塚
古
墳
の
名
称
の
由
来
は
、『
木
尾

の
い
ま
む
か
し
』（
平
成
７
年（
１
９
９
５
））

に
よ
る
と
「
弘こ

う

文ぶ
ん
て
い帝（
大お

お
と
も
の
お
う
じ

友
皇
子
）御
陵
と
伝

ふ
。
壬じ

ん
し
ん申

の
乱
、
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
田た

根ね

荘し
ょ
うは
、
物
部
氏
よ
り
近
江
朝
右
大
臣
金か

ね
つ
ら連

の
荘
園
に
し
て
、
近
江
朝
敗
亡
の
末
領
荘
田

根
に
蟄ち

つ
ふ
く伏
し
、
潜

ひ
そ
か
に
再
挙
を
謀は
か

り
し
が
、
吉

野
朝
に
探
索
さ
れ
、
田
根
荘
八
島
に
て
斬ざ
ん

に

処
せ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
弘
文
帝
も
同
時
に

処
刑
さ
れ
大
人
塚
に
葬
ら
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
口く

伝で
ん

に
よ
れ
ば
昔
む
か
し

時ど
き

は
君き

み
づ
か塚

と
呼

称
し
て
居
た
が
余
り
に
も
恐
れ
多
い
呼
び
方

で
あ
る
の
で
大
人
塚
と
変
更
し
た
」
と
あ
り

ま
す
。
実
際
に
弘
文
帝（
大
友
皇
子
）が
葬
ら

れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
す
が
、
よ
く
似

た
話
と
し
て
、
東
上
坂
町
に
は
、
継け
い

体た
い

天
皇

の
皇
子
で
あ
る
兎

う
さ
ぎ
の

皇お
う
じ子
の
墓
と
伝
承
さ
れ

る
墓
立
古
墳
が
あ
り
ま
す
。中
世
の
開
墾
で
、

小
さ
な
古
墳
が
破
壊
さ
れ
、
盟め

い
し
ゅ
ふ
ん

主
墳
と
呼
ば

れ
る
大
型
の
古
墳
だ
け
が
祟た
た

り
を
恐
れ
て
残

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
名
を

か
り
て
、
中
近
世
の
農
耕
開
発
に
よ
る
破
壊

を
免
ま
ぬ
が

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
出
土
品
に
関
し
て
は
、
戦
前
に
田
中

礎い
し
ず
え氏

が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
際
い
く
つ
か
の
土
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
八や

く
も雲

コ

レ
ク
シ
ョ
ン（
田
中
氏
の
号
は
八
雲
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
名
称
を
用
い
た
）と
名
付
け

ら
れ
、
現
在
は
浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
３
年（
１
９
２
８
）

に
は
、大
人
塚
古
墳
南
方
の
道
路
工
事
の
時
、

腐
食
し
た
直

ち
ょ
く

刀と
う

二
振
り
が
出
土
し
ま
し
た
。

現
在
こ
の
直
刀
は
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
、
浅
井
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
八
雲
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
見
直
し
、資
料
の
再
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
大
人
塚
古
墳
出
土
資
料
の
確
認

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
出
土
品
の

科
学
的
な
分
析
や
古
墳
の
測
量
調
査
、
再
発

掘
も
視
野
に
い
れ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
人
塚
古
墳
は
、
い
く
つ
か
の
謎
を
残
し

な
が
ら
も
地
域
の
古
墳
と
し
て
、
堂
々
た
る

そ
の
姿
を
現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

▲大人塚古墳（遠景）

▲大人塚古墳（近景）
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